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み ん な が つ な が る

“お 互 い さ ま”の 地
ま

域
ち

づ く り

社協の職員

■平成 28・29年度の２年間をかけて岡垣町と社会福祉協議会が協力し、住民のみなさんの
　参加を得て、名前に「地域福祉」がつく２つの計画を１冊にまとめました。
　この計画がめざすのは『みんながつながる“お互いさま”の地

ま

域
ち

づくり』です！

ミニ解説 “車の両輪として”とは？

　自動車を運転していて
もし片方のタイヤがパン
クしてしまったら…フラ
フラしたり、前に進むこ
ともできなくなります。
“�車の両輪”とは、２つ
のうちどちらを欠いて
も成り立たない関係性
を表す言葉です。

２
年
を
か
け
て
じ
っ
く
り
話
し

合
い
、
つ
い
に
地
域
福
祉
計
画

と
地
域
福
祉
活
動
計
画
が
完
成
で
す
！

私
も
昨
年
、
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ 

ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
世
代

も
立
場
も
違
う
人
が
集
ま
っ
て
、
い
ろ

ん
な
意
見
が
聞
け
て
楽
し
か
っ
た
し
、

あ
ら
た
め
て
気
づ
く
こ
と
も
あ
っ
た
な
。

自
分
の
暮
ら
す
地
域
を
考
え
て

意
見
や
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と

は
、
地
域
福
祉
の
出
発
点
で
す
ね
。

私
は
子
育
て
し
な
が
ら
介
護
も

し
て
い
て
、
困
っ
て
い
る
の
は

自
分
だ
け
か
も
っ
て
思
い
が
ち
だ
っ
た

ん
で
す
…
。
で
も
、
色
ん
な
意
見
を
聞

い
て
、
上
手
く
言
え
な
い
け
ど
「
一
人

で
抱
え
込
ま
な
い
方
が
い
い
な
」
っ
て

思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。

私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
は
、
目

に
は
見
え
な
く
て
も
、
色
ん
な
悩
み
や

不
安
を
抱
え
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
今

は
困
っ
て
い
な
い
人
も
、
い
つ
何
が
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

で
き
る
人
が
で
き
る
範
囲
で
助
け
あ
う

こ
と
が
必
要
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

「
お
互
い
さ
ま
」
と
思
え
た
ら
、

何
だ
か
心
も
軽
く
な
る
ん
で
す
。

で
も
、
な
ん
で
よ
く
似
た
名
前
の
計
画

が
２
つ
も
あ
る
の
か
し
ら
？

地
域
福
祉
計
画
は
町
（
行
政
）

が
作
る
計
画
、
活
動
計
画
は
社

協
が
作
る
計
画
で
す
。
２
つ
の
計
画
を

一
冊
に
ま
と
め
、
町
と
社
協
が
車
の
両

輪
と
し
て
地
域
福
祉
を
推
進
し
ま
す
。

【特集】地域福祉計画と地域福祉活動計画
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２
つ
の
計
画
を
一
体
的
に
作
る

意
味
は
分
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ

も
そ
も
こ
の
計
画
に
は
、
ど
ん
な
こ
と

が
書
か
れ
て
い
る
の
？

ま
ず
大
切
な
の
は
基
本
理
念
。

こ
れ
は
、「
み
ん
な
で
こ
ん
な

町
を
目
指
そ
う
」
と
い
う
理
想
的
な
姿

を
言
葉
に
し
た
も
の
で
、
こ
の
計
画
で

は
「
み
ん
な
が
つ
な
が
る
〝
お
互
い
さ

ま
〟
の
地ま

域ち

づ
く
り
」
と
定
め
ま
し
た
。

私
の
好
き
な
お
互
い
さ
ま
だ
！

で
も
、
こ
の
理
想
を
叶
え
る
た

め
に
は
何
が
必
要
な
ん
だ
ろ
う
？

い
い
質
問
で
す
ね
。
理
想
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
具
体
的
な

目
標
が
必
要
で
す
。
こ
の
計
画
で
は
、

「
つ
な
が
り
」
や
「
ひ
と
」
な
ど
４
つ 

の
目
標
ご
と
に
、
具
体
的
な
取
り
組
み

を
定
め
て
い
る
ん
で
す
よ
。
で
も
、
そ

の
取
り
組
み
は
、
町
や
社
協
の
力
だ
け

で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本

人
・
家
族
や
地
域
、
事
業
所
を
含
め
た

役
割
も
み
ん
な
で
考
え
ま
し
た
。

私
た
ち
に
も
出
番
が
あ
る
っ
て

こ
と
で
す
ね
！

今
回
の
社
協
だ
よ
り
の
配
布
に

合
わ
せ
て
、
２
つ
の
計
画
の
概

要
版
を
折
り
込
ん
で
、
み
な
さ
ん
の
家

庭
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度

手
に
取
っ
て
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

「
み
ん
な
が
つ
な
が
る
〝
お
互 

い
さ
ま
〟
の
地
域
づ
く
り
」
を

叶
え
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
意
識
や
行
動
が
大
切
で
す
よ
ね
！

そ
の
通
り
で
す
！
み
ん
な
が
し

あ
わ
せ
に
暮
ら
せ
る
地
域
を
み

ん
な
の
手
で
作
っ
て
い
く
た
め
に
、
私

た
ち
も
全
力
で
応
援
し
ま
す
！

ミニ解説

２つの計画の
“基本理念”と
“基本目標”は？

基本理念

みんながつながる
“お互いさま”
の地

ま ち
域づくり

基本目標１

お互いに支えあう
 「つながり」

づくり

基本目標２
地域福祉を支える

「ひと」
づくり

基本目標３
地域でともに生きる

「環境」
づくり

基本目標４
誰もが安心して

暮らせる
「まち」

づくり

　イラストは、岡垣町特産のびわの花がモチーフです。地域福祉の主体
である「本人・家族」「地域」「事業者」「社会福祉協議会」「町」が
お互いに手をしっかり結びあって、支えあいの花を広げる姿を表現して
います。町全体がめざす地域福祉の方向性を示した『地域福祉計画』と
みんなが参加する具体的な取り組みを示した『地域福祉活動計画』は、
この基本理念・目標を共有して、お互いさまと言える地域をめざします。

協働

本人
家族

地域

事業者

社協

町

　
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
れ
ら
の

計
画
を
も
と
に
社
会
福
祉
協
議
会

が
取
り
組
む
事
業
や
予
算
を
詳
し

く
説
明
し
ま
す
。
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基本目標
２

平成30年度

社
会
福
祉
協
議
会
　
事
業
計
画
お
よ
び
予
算

　

私
た
ち
は
、
地
域
の
中
で
、
家
族
や

隣
近
所
の
人
、
友
人
や
知
人
な
ど
様
々

な
人
と
の
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
、〝
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
分
ら
し

く
暮
ら
し
た
い
〟
と
い
う
願
い
を
持
っ

て
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

し
あ
わ
せ
を
意
味
す
る
「
福
祉
」
と

い
う
言
葉
に
「
地
域
」
を
つ
け
た
『
地

域
福
祉
』
と
は
、
文
字
通
り
〝
誰
も
が

地
域
の
中
で
し
あ
わ
せ
に
暮
ら
す
〟
た

め
に
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　

複
雑
化
・
多
様
化
す
る
地
域
課
題
と

向
き
合
う
た
め
に
は
、
専
門
的
な
サ
ー

ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
み
な
さ
ん
自
身
も

参
加
す
る
「
支
え
あ
い
や
助
け
あ
い
＝

互
助
」
の
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
に
寄
り

添
い
、
み
な
さ
ん
と
と
も
に
『
み
ん
な

が
つ
な
が
る
〝
お
互
い
さ
ま
〟
の
地ま

ち域

づ
く
り
』
に
取
り
組
み
ま
す
。

【 事 業 計 画 】

みんながつながる“お互いさま”の地
まち

域づくり
　私たちの暮らしの基盤は「地域」にあります。互いに支えあいながら、自分

らしく活躍できる地域づくりのためには、地域の絆、地域での人と人とのつな

がりや困ったときに助けあえる関係、支えあう仕組みづくりが重要です。

「みんながつながる“お互いさま”の地
ま ち

域づくり」に取り組みましょう。

■お互いさま命のネットワークの強化
　・お互いさま命のネットワーク活動
　　の推進・支援

■ふれあい交流活動の充実
　・ふれあいサロン活動の推進 ･ 支援
　・ふれあい交流事業の充実
　　・ひとり暮らし高齢者のつどい
　　・在宅介護者のつどい
　　・納涼夏まつり　・クリスマス交流会
　　・男性料理教室　・囲碁・将棋大会
　・おもちゃ図書館の運営

■地域の多様な支えあいの推進
　・生活支援体制整備事業
　・地域介護予防活動支援事業
　・社会福祉法人連絡会
　　（仮称）の設置

■�福祉のこころを育む意識の醸成
と啓発

　・福祉体験講座（学校・地域）
　・認知症サポーター養成講座

■地域活動を支える担い手の育成
　・民生委員児童委員協議会との
　　連携強化
　・地域人材育成講座の実施

■ボランティア活動の推進
　・福祉ボランティアの養成・支援
　・福祉ボランティアポイント
　　制度の推進

地域福祉を支える

「ひと」づくり

お互いに支えあう

「つながり」づくり

基本
理念

基本目標
１
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基本目標
４

基本目標
３

【 予 算 】

①受託事業：9028万4千円（42.6％）
②介護保険等事業：5420万6千円（25.6％）
③法人運営事業：5150万7千円（24.3％）
④ボランティアセンター運営事業：744万5千円（3.5％）
⑤共同募金配分金事業：577万5千円（2.7％）
⑥在宅福祉ｻｰﾋﾞｽ事業：197万7千円（0.9％）
⑦収益事業：94万3千円（0.4％）

①受託金収入：8279万4千円（39.0％）
②介護保険等事業収入：4776万9千円（22.5％）
③補助金収入：4263万1千円（20.1％）
④共同募金配分金収入：577万5千円（2.7％）
⑤寄附金収入：230万円（1.1％）
⑥収益事業収入：163万円（0.8％）
⑦その他：2923万8千円（13.8％）

地域でともに生きる

「環境」づくり

誰もが安心して暮らせる

「まち」づくり

■�きめ細かな情報提供と相談支援�
体制の充実

　・総合福祉相談窓口､法律相談､心配
　　ごと相談の充実
　・社協だより・ホームページの充実

■福祉サービスの充実と基盤の整備
　・いこいの里の運営
　・共同募金運動の推進
　・介護保険等サービスの質の向上
　・在宅福祉サービスの充実
　　・送迎サービス事業・福祉機器貸与事業
　　・配食サービス事業 等

■人にやさしい生活環境づくり
　・地域福祉実践講座
　　（仮称）の実施
　・移動支援サービス
　　の検討・支援

■�災害時・緊急時の助けあいの�
しくみづくり

　・災害ボランティアセンターの設置・
　　運営訓練の実施
　・災害時の広域的な連携体制の強化
　・福祉避難所の設置・運営

■自立を支えるための支援
　・ふくおかライフレスキュー事業
　・生活福祉資金貸付事業

■権利擁護を必要とする人への支援
　・法人後見制度の検討
　・日常生活自立支援事業
　・ずっと安心
　　プラン事業

■行政､関係機
　関・団体との
　連携強化

■役員体制お
　よび事務局
　体制の強化

４つの目標
に加えて

支出
2億1213万7千円

収入
2億1213万7千円

①

②

③

④

⑦
⑥

⑤

①

②

③

④

⑦
⑥

⑤
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お知らせ■社協の相談事業　悩んだら、まずは相談

information

岡垣町社会福祉協議会
☎�283-2940

毎日の暮らしの中で何か困ったことや悩み、心配ごとはありませんか。
相談はすべて無料で、秘密は必ず守ります。お気軽にご相談ください。

■法律相談　※予約が必要です。
と　き ６月８・22日（金）、７月13日（金）

13：30～16：30（1人30分／先着6名）
ところ いこいの里
相談員 弁護士

→予約は、相談月の前月から受け付けます。

■心配ごと相談
と　き ６月15日（金）、７月20日（金）

14：00～16：00
ところ 東部公民館
相談員 民生委員・児童委員

■総合福祉相談窓口
と　き ６月12・26日（火）、７月10・24日（火）

10：00～12：00
ところ いこいの里
相談員 民生委員・児童委員、社協職員

→電話での相談は、休館日を除き、随時受け付けます。

社会福祉協議会へ
■秋武　光男　様（山田）
　故　秋武ムツヨ　様 100歳

■首藤　　功　様（吉木）
　故　首藤小夜子　様 74歳

■太田　吉昭　様（八幡西区）
　故　太田　幹代　様 91歳

■方谷　源久　様（糸島市）
　故　方谷　豊宗　様 80歳

■冨島　昭夫　様（戸切白谷）
　故　冨島由紀子　様 68歳

■有山　玲子　様（東松原）
　故　有山　英世　様 87歳

■石松　清美　様（上海老津）
　故　石松　　曻　様 80歳

■横尾　　隆　様（戸切百合野）
　故　横尾　祐德　様 92歳

■岩田　誠司　様（東松原）
　故　岩田　照子　様 94歳

■田中　裕幸　様（西高陽）
　故　田中　尚子　様 82歳

■木原　啓子　様（海老津）
　故　木原タカノ　様 99歳

■宮川　多功　様（吉木）
　故　宮川　瑞枝　様 76歳

■社協への寄附　地域福祉のために大切に（３～４月受付分）

岡垣町社協

“社協（シャキョウ）”を
もっと身近に！

パソコンやスマートフォン、
タブレット端末で社協だより
を読むことができます。
ホームページには、社協だよ
りには掲載しきれない情報も
盛りだくさんです！

一般寄附

■ダイナム福岡岡垣店 様
　…生活雑貨の寄附

香典返し寄附

厚くお礼を申し上げますとともに、
故人のご冥福を心からお祈り申し上げます。

※このページには、社会
福祉協議会へご寄附をい
ただいた方の中で、希望
された方のみを掲載して
います。
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募集②募集①

終活セミナー 家庭介護教室
聞いて安心、やってみて納得！いま介護中の方も
これからに備える人も、楽しくコツを学ぼう！

相続・遺言や葬儀、お墓…知っているようで知ら
ないと困るポイントを解説！親子で参加も大歓迎！

と　き ７月15日、７月29日、８月５日

８月19日、９月２日

すべて日曜日、10:00 から２時間程度

ところ いこいの里
参加費 ５００円（資料代）
申込み ７月６日までに

社会福祉協議会へ

vol.1

■�問題�■２つの絵には、違うところが３つあります。どこでしょう？

■ 応募方法 ■ 次の①～⑥すべてを記入して応募してください。

　①クイズの答え ②郵便番号 ③住所 ④氏名 ⑤年齢 ⑥社協だより５月号の感想
　■応募は１人１通まで　■締切は６月15日（金）消印有効　■結果は発送をもってかえさせていただきます

■ 宛先はコチラ ■
＜郵　送＞　〒811-4234　岡垣町大字高倉598-1 岡垣町社協「社協だより５月号係」
＜メール＞　アドレス：info@okagaki-syakyo.jp 　件名：「社協だより５月号係」

講師は今年度も眞武 純哉氏
（終活パートナー九州/代表）

と　き ７月25日、８月22日、９月26日

すべて水曜日、10:00 から２時間程度

※終了後、個別相談会を実施します

ところ いこいの里
参加費 無料
申込み 各回の１週間前までに

社会福祉協議会へ

脳トレクイズ脳トレクイズ

いつまでも若々しくいるための「脳トレ」として。子どもも大人も、一緒に楽しくクイズとして。

社協だよりの感想を添えて答えを応募すると、正解者の中から抽選で５名にプレゼントを贈ります！

今号のプレゼントは「図書カード500円分」

－7－



編

集

こ

ぼ

れ

話

※ ボラ協とは「ボランティア連絡協議会」の略称です。

やってみようよ！

岡垣ボラ協だより
最終号

ボランティア

みんな
でつない

だ、２３年の歴史。本当にありがとうございました。そして、こ
れからも７団体をよろしくお願いします。

岡垣町ボランティア連絡協議会は、
４月 12 日の臨時総会をもって解散しました。

“ボラ協”という組織は、なくなりますが
７つの団体がなくなるわけではありません。
岡垣町を愛するボランティアの仲間として
これからもそれぞれの活動に取り組みます。

みんなで岡垣町のボランティアを盛り上げよう
という気持ちを忘れずに…

やってみようよ！ボランティア！

■あみものの会　■囲碁・将棋の会　■岡垣手話の会　■岡垣調理ボランティアの会
■ひまわりの会　■ファイヤーマンズクラブ　■ふれあいの会

これから

町のボランティア
センターに所属

平成30年

７団体238名
でボラ協を解散

平成11年

15団体569名
がボラ協に在籍
（歴代最多）

平成７年

９団体219名
でボラ協を設立

　

社
協
だ
よ
り
は
、
毎
年
５
月
号
が

ス
タ
ー
ト
で
す
。
満
開
に
咲
き
誇
っ

た
い
こ
い
の
里
の
桜
も
、
今
で
は
新

緑
の
ま
ぶ
し
さ
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
取
材
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
の
臨
時
総
会
に
参
加
し
、

23
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
瞬
間
に

立
ち
会
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「�

み
ん
な
で
決
め
た
こ
と
や
け
ど
、

あ
ら
た
め
て
解
散
っ
て
聞
く
と

寂
し
い
気
も
し
て
、
不
思
議
や
ね
」

と
語
っ
て
い
た
の
は
、
発
足
当
初
か

ら
活
動
し
て
き
た
70
代
の
女
性
。
ボ

ラ
協
は
解
散
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
各
会
の
活
動
は
続
き
ま
す
。

　

桜
が
散
っ
て
も
来
年
ま
た
綺
麗
な

花
を
咲
か
せ
る
よ
う
に
、
７
団
体
が

こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
長
く
ボ
ラ
ン
テ�

ィ
ア
活
動
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。�

（
田
之
上
）

－8－
この「社協だより」は、赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

発
行
者
／
岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎　

０
９
３
―
２
８
３
―
２
９
４
０

岡
垣
町
大
字
高
倉
５
９
８
―
１

いこいの里の春を華やかに彩った桜。
あちこちで、お花見する姿も。


